
・
風
連
町
と
旧
名
寄
市
が
合
併
し
名
寄
市
が

誕
生

・
コ
ミ

ニ
テ

ラ
ジ
オ
の
エ
フ
エ
ム
な
よ

ろ
開
局

２
０
０
６
・
３
・
27

・
名
寄
信
用
金
庫
と
士
別
信
用
金
庫
が
合
併

し
て
北
星
信
用
金
庫
設
立

２
０
０
７
・
10
・
９

・
道
の
駅
も
ち
米
の
里
☆
な
よ
ろ
開
設

２
０
０
８
・
４
・
20

・
北
海
道
立
サ
ン
ピ
ラ

パ

ク
全
面
開
園

２
０
０
８
・
５
・
24

・
北
海
道
名
寄
産
業
高
等
学
校
開
校
（
北
海

道
名
寄
農
業
高
等
学
校
と
北
海
道
名
寄
光

凌
高
等
学
校
が
統
合
）

２
０
０
９
・
４
・
１

・
一
般
国
道
40
号
名
寄
バ
イ
パ
ス
美
深
Ｉ
Ｃ

供
用
開
始
（
全
線
開
通
）

２
０
１
０
・
３
・
６

・
ふ
う
れ
ん
地
域
交
流
セ
ン
タ

「
風

子

ホ

ル
」
開
館

２
０
１
０
・
４
・
12

・
風
連
中
学
校
が
旧
北
海
道
風
連
高
等
学
校

（
２
０
１
０・３
・
31
閉
校
）
校
舎
に
移
転

２
０
１
０
・
12
・
16

・
風
連
本
町
地
区
第
１
種
市
街
地
再
開
発
事

業
全
体
完
工
式

２
０
１
１
・
７
・
８

20062008

保健福祉学部に 3学科を設置。「ケアの
未来をひらき、小さくてもきらりと光る」
を理念のもと、地域に根差した運営が始
まりました。

・
駅
前
交
流
プ
ラ
ザ
「
よ
ろ

な
」
開
館

２
０
１
３
・
４
・
１

・
名
寄
市
民
文
化
セ
ン
タ

西
館
Ｅ
Ｎ

Ｒ

Ａ
Ｙ
ホ

ル
開
館

２
０
１
５
・
５
・
９

字日進に北海道立サンピラーパークが開園し、北海道が
カーリング場を備えたサンピラー交流館をはじめ工房館
などを、市がオートキャンプ場、森の休暇村を整備しま
した。2011 年（平成 23）4月にはなよろ市立天文台
きたすばるを開設しました。同年12月には北海道大学
が公開天文台では国内 2番目の大きさとなる反射望遠
鏡「ピリカ」も併設しました。

「道の駅もち米の里☆なよろ」が風連町西町の国道 40号
沿いにオープン。同じ時期に字徳田にオープンした「イオ
ン名寄ショッピングセンター」は直営店とテナントを持つ
大型複合店舗です。徳田地区は 1999年（平成 11）の「な
よろ徳田ショッピングセンター」開設以降、周囲にも量販
店が多く進出しています。

年
表
で
振
り
返
る

２
０
０
６
▼
２
０
２
６

2006年（平成 18）４月１日
名寄市立大学の開学

2008年（平成 20）４月
道の駅・イオンSCのオープン

2011年（平成 23）５月
北の空を見つめる

2011

風連町と旧名寄市が合併し、現在の名寄市が誕生しました。
合併協議や住民投票を経て調印が行われ、名寄・風連の 2
庁舎体制で新市がスタートしました。

2006年（平成 18）３月 27日
市町合併



20122020

市立総合病院に新館（精神病棟）とヘリポートが整備され
ました。
地域救命救急センターの運用が始まり、広域からの救急患
者を受け入れています。

2012 年（平成 24）にコミュニティバスの実証運行が
始まり、郊外ではデマンドバスの運行が進められました。
2023 年（令和 5）からは AI 活用型デマンドバス「のるー
と名寄」の運用が開始されました。

・
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
宗
谷
本
線
な
ど
を
単
独
で

維
持
困
難
と
発
表

２
０
１
６
・
11
・
18

・
北
の
天
文
字
焼
き
が
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に

認
定
さ
れ
る

２
０
１
７
・
２
・
18

・株
式
会
社
森
臥
、
日
本
最
北
の
ワ
イ
ナ
リ

誕
生

２
０
１
９
・
９

・
王
子
マ
テ
リ
ア
株
式
会
社
名
寄
工
場
生
産

停
止

２
０
２
１
・
12
・
２

・
Ｊ
Ｒ
北
海
道
東
風
連
駅
を
移
設
し
名
寄
高

校
駅
と
改
称

２
０
２
２
・
３
・
12

・
北
海
道
名
寄
高
等
学
校
と
北
海
道
名
寄
産

業
高
等
学
校
の
統
合
に
よ
り
新
し
い
北
海

道
名
寄
高
等
学
校
開
校

２
０
２
３
・
４
・
１

・名
寄
市
電
子
地
域
通
貨
Ｙ
ｏ
ｒ
ｏ
ｃ
ａ
（
ヨ

ロ
カ
）
が
運
用
開
始

２
０
２
３
・
11
・
23

・
義
務
教
育
学
校
の
智
恵
文
小
中
学
校
開
校

・
名
寄
市
立
認
定
こ
ど
も
園
あ
い
あ
い
開
設

２
０
２
４
・
４
・
１

・
名
寄
市
ス
ポ

ツ
協
会
・
風
連
町
ス
ポ

ツ
協
会
・
Ｎ
ス
ポ

ツ
コ
ミ

シ

ン
が

統
合
し
、
一
般
財
団
法
人
Ｎ
ス
ポ

ツ
コ

ミ

シ

ン
な
よ
ろ
誕
生

２
０
２
５
・
６
・
28

・
風
連
町
と
旧
名
寄
市
の
合
併
に
よ
る
名
寄

市
が
20
周
年

２
０
２
６
・
３
・
27

児童生徒数の減少に伴い、市内小中学校の統合・再編が進
められました。
2016 年（平成 28）には名寄南小学校の新校舎が完成す
るなど、教育環境の整備が行われました。

　市感染症危機管理本部を設置し、学校休校や施設閉館な
どの対応が行われました。
給付金支援や公費によるワクチン接種が実施されました。

名寄市 20 年の歩み

2014年（平成 26）
医療機能・体制の整備

2012年（平成 24）
市内交通の整備

2020年（令和２）
新型コロナウイルス感染症の影響

2016年（平成 28）
学校の再編

20142016



- VOICE - 現場の声

写
真
で
振
り
返
る

風連駅前

写真に写る風連農協会館は1962年（昭和 37）に竣工し、鉄筋コンクリート造 3階建ての大きな建物で、増改築を経て、金融・
共済部門のほか、購買や食堂なども営業して、風連の「スーパーマーケット」としても町民に利用されました。
風連駅前再開発事業に関連して現在地に移転し、旧建屋は2010年（平成22）に解体されました。跡地は名寄市風連国民
健康保険診療所・薬局などになっています。

広報紙が伝えてきた名寄の歩み

2006年（平成 18）4月に発行された「広報なよろ」創刊号には、新しい名寄市のスタートや名寄市立大学の開学など、当時の大きな
話題が掲載されていました。
紙面を見返すと、まちの新たな出発に込められた期待や、その頃の名寄の様子が伝わってきます。
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と
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発刊部数
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電子版　300部
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10,000 円（消費税・送料込み）
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　〒096-0063
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西３条通

写真に写るグランドホテルメープルは1982
年（昭和 57）5月、西 3南 8に開業した宿泊・
会合施設で、27の客室のほか会議室・宴会場・
レストラン・サウナなども備えていました。
地上7階建ての建物は、市街地でよく目立
ちました。
2009年（平成 21）4月に営業終了し、跡
地は北洋銀行名寄支店が新築移転したほか、
名よせ通り商店街の駐車場となっています。


